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　太陽光発電は、純国産の再生可能エネルギーとして重要であり、日本政府としての「温室効果ガス中期
削減目標」で導入拡大が掲げられている。しかし、現在の電力系統に大量に太陽光発電が連携された場合、
気象変化に伴う出力変動の影響が懸念されるため、電気事業連合会では、2009年度から 3年間をかけ、
この影響を評価する。資源エネルギー庁の分散型新エネルギー大量導入促進系統安定対策事業として、
日本国内 320ヶ所で日射量・気温を計測し、このうち111ヶ所では太陽光発電設備を設置して出力データ
を収集する。全国規模での時刻同期の太陽光発電計測は日本初の試みである。計測データに基づき、系
統周波数変動量や太陽光発電の出力変動量などを評価し、最適な電力系統制御手法の確立を目指す。
　太陽光発電は、導入可能量が大きい純国産の再生可能
エネルギ とーして重要であり、2009年 6月麻生首相が表
明した「温室効果ガス中期削減目標」においても、2020
年の目標として、2005年比 20倍の太陽光発電の導入が
掲げられている。
　電力会社が電力を安定して供給するためには、需要に
応じた供給が必要になる。現状、刻 と々変化する電力需
要に対し、火力や水力の出力を制御して、周波数など電
気の品質を一定に保っている。将来、気象条件により瞬
時に発電量が変化する太陽光発電（図表1）が電力系統に
大量に連携された場合、現状に比べて需給バランスの制
御が格段に複雑になる。万一、需給バランスが崩れた場
合には、製品不良や機器停止など生産活動や社会生活に
も大きな影響を与えることになる。そのため、太陽光発電
出力デ ターを収集・蓄積し、電力系統への影響を評価して、
最適な系統制御手法を確立する必要がある1）。
　電気事業連合会は、2009年度から3年間かけて、太
陽光発電大量導入時の電力系統への影響評価を実施する
と発表した2）。具体的には、日本国内320ヶ所で水平面
全天日射量、気温を正確に時刻を合わせて測定する。こ
のうち111ヶ所では、実際に太陽光発電システムを設置し、
交流出力（総計1500kW）、太陽光パネル傾斜面での全天・
直達日射量、発電出力に影響するパネル温度も測定する
（図表 2）。このような全国規模で時刻同期をとった太陽光
発電に関する計測は、日本初の試みとなる。
　これらのデータを収集・蓄積し、太陽光発電出力の短
周期・長周期変動量と広域的にみた平滑化効果（単機に
比べ複数になると変動がならされて緩やかになる効果）を
分析し、日本全体で電力系統に与える影響を評価する。
これらの結果から、系統周波数変動を抑制するために必
要な調整量を把握し、火力や水力などの既存設備で対応
できない変動量である場合には、追加として必要となる蓄
電池などの蓄電容量・設置箇所を推定する。一方、年間
を通じた太陽光発電の出力変動量を把握し、調整に必要
となる火力や水力などの待機電力量を推定することにより、
日本全体の電力系統を安定して運用できる最適な制御手
法の確立を目指す。
　なお、この評価は資源エネルギー庁「平成21年度分散
型新エネルギー大量導入促進系統安定対策事業費補助
金」の補助事業として実施される3）。
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図表 1　天候による 1太陽光発電所の出力変化の例
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図表 2　日本の各地域での測定箇所数
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注：カッコ内は太陽光発電システム設置箇所数
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